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算数科の調査結果と考察

１ 出題のねらいと出題内容

算数科の問題数は全部で27問であり，領域別に見ると「数と計算」が９問 「量と測定」が４問，，

「図形」が７問 「数量関係」が７問である。問題作成にあたっては，現行の学習指導要領を踏ま，

えて基礎的・基本的な内容を中心に，小学校５年生の１月までの内容を出題した。その中には過

去の学習状況と比較するため，過去に出題した問題あるいは類似問題を出題した。

また，同時にペーパーテストでは見取りにくい算数の学習に関する児童の意識調査も行った。

２ 調査結果と考察

(1) 領域別応答状況

領域別正答率をグラフ化し平成12年度と

14年度の正答率を比較した。平成12年度と

比べて「数と計算 「図形 「数量関係」の」 」

正答率は高い。

(2) 評価の観点別による正答率

観点別の出題は 「考え方」１２問、、

「表現処理」１９問 「知識・理解」１０、

問、複数の観点を含む問題９問（２観点４

問、３観点５問）であった。

「表現処理」の正答率が３観点の中で一

番高い正答率であり 「知識理解」の正答，

率が低い値であった。また、評価の観点を

三つ設定した総合的な考え方を問う問題の

正答率は低い値であった。

(3) 領域・問題別正答率

領域・問題別応答状況の正答率・誤答

・無答率を正答率の高い順からグラフに

表した。

① 「数と計算」の領域

ア 正答率の高い問題

・正答率が７割を超えた問題は９問中

７問であった。

・特に同分母の加法の問題③，小数の

除法問題(割り切れる問題)②，100

倍の大きを求める問題⑤では，正答

率が８割を超えた。

イ 正答率の低い問題

・正答率が５割以下の問題は９問中１

問であった。

・小数の除法の立式問題⑪は24.3%で

この領域の中で特に低かった。これ

領域別正答率
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は，除法の等分除に関する立式の問

「数と計算」の領域の正答率の低い問題題である。過去の問題と比較して

長さ６.５ｍの鉄のぼうの重さをはかったら，５.２も，この問題の正答率は毎回低い値

ｋｇありました。になっいる。また，誤答を分析して

この鉄のぼう１m分の重さは何ｋｇになるか求めるをみると問題に出てくる数字の順に

式を書きなさい。計算式（6.5÷5.2）を立式している

児童が53.3%もいた。このことから 平成６年度 22.3%（数直線なし）

も問題文から除数と被除数を読みと 平成10年度 18.9%（数直線なし）

る力が不足していることが分かる。 平成12年度 22.5%

平成14年度 24.3%

②「量と測定」の領域

・正答率が７割を超えた問題はなく４

問とも正答率は50%程度であった。

・前回(平成１２年度)の正答率と比較

しみると４問全てで正答率が低下し

ている。

③「図形」の領域

ア 正答率の高い問題

・正答率が７割を超えた問題は７問中

１問であった。正答率は，問題⑧が

81.5%であった。また，問題⑯は，

69.6%の正答率であった。

・ 内角の角度の論理的思考を問う問「

題」の二等辺三角形の用語の問題

、中心角の問題 はそれぞれ58.○ ○26 23

4%，55.9%であった。

イ 正答率の低い問題

・ 内角の角度の論理的思考を問う問「

「量と測定」の領域の正答率の低い問題題」 は 「半径」という語句を問○25 ，

う問題であるが正答率は15.9%であ 内角の角度の論理的な思考問題

( )は正答率った。無答率も16.6%で全問題の中 問題概要

アの中心角(55.9％)で一番高かった。また，第４学年で ○23

○の角度(45.2%)円について学習しているが，用語に ○24 あ

線分アイ名称(15.9%)ついての意味理解の定着が不十分で ○25

△アイウの名称(58.4%)あることが分かる。 ○26

○の角度(19.8%)・問題 の誤答例からは，三角形ア○ ○27 27 い

イウを正三角形と考えて60度と解

答している誤答例が18.8%みられた。三角形の内角の和と二等辺三角形の底角の性質を理

解していないと正答が得られない。このように，いくつかの既習事項を関連させて解く

問題は正答率が低い。

④「数量関係」の領域

ア 正答率の高い問題

「量と測定」の応答状況

52.8
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49.5
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正答率 誤答 無答



- 70 -

・正答率が７割を超えた問題は７問中４問であった。

・小数の除法の立式の問題⑰，その問題の答えを求める問題⑱（除法と余りに関する問

題）の正答率が８割を越えて高か

った。これは，除法の包含除に関

する問題である。

イ 正答率の低い問題

・ぼうの本数の規則性を考える問題

では解答率が50%を超えなか○○21 22

った。特に問題⑳の正答率が74.0%

で，ぼうの数え方が理解されてい

るのにそれを利用することが十分

にできていないことが分かる。問

題 は平成１２年度に比べて正○○21 22

答率が約７%の低下がみられた。

21・ぼうの本数を求める立式の問題○

数量関係」の領域の正答率の低い問題の正答率が47.7%である。この中で

３つの考え方を問う問題１＋３×２５と立式した児童が37.0 ⑳

正方形が２５個並んだときの棒の本数を求め%，その他の正答が10.7%みられ多様 ○21

る立式の問題な考えをしていることがわかる。し

１＋３×２５（37.0%）かし，問題 の正答率が32.6%であ○22

無答（10.0%）ることから，立式ができても，これ

その答えを正確に計算ができない児童がいる ○22

正答率(32.6%)ことが分かった。100と解答してい

無答率（10.4%）る誤答が21.1%もあり，無答率も他

の問題に比べ高い値を示した。

※類題を表す。年度は平成 ( )は無答率(4)過去の問題と類似問題の正答率の比較

問題 ２年度 ６年度 10年度 12年度 14年度問 題
番号 正答率％ 正答率％ 正答率％ 正答率％ 正答率％

※70.9 ※76.6 77.3 74.8① ※83.0３.４×６.８ (1.0) (0.6) (1.1) (1.2)
※72.3 ※70.3 83.7 83.8数 ⑤ い。 ※83.4５.０６を，100倍した数を答えなさ (3.9) (6.2) (2.5) (1.2)

※71.7 ※75.5 78.3１８.２を にした数を答えなさい。と ⑥ (9.1) (3.7) (2.2)１００
74.0 73.4２m のテープの０.７倍は何m でしょう。求める式を計 ⑩ (4.0) (3.5)書きなさい。

長さ６.５ｍの鉄のぼうの重さをはかったら，５.２
ｋｇありました。

算 ※62.4 22.3 18.9 22.5 24.3○11
この鉄のぼう１ｍ分の重さは何ｋｇになるか求める式

(8.7) (6.6) (7.4) (6.7)を書きなさい。

40.1 62.7 52.3量 ⑫ 三角形の面積（立式） ※42.5 (7.0) (4.6) (3.1)
39.4 60.1 49.5と ⑬ 三角形の面積（答え） ※43.5 (8.6) (5.0) (3.7)
59.1 64.4 51.7測 ⑭ 工夫して面積を求める（立式） (8.6) (7.0) (8.9)
56.1 60.9 52.8定 ⑮ 工夫して面積を求める（答え） (9.4) (7.9) (8.6)

55.9
図 円の中心角１○23 (5.7)※48.3 ※65.1 ※52.0 45.2
形 円の中心角２ (5.7) (5.5)○24 (7.2)

「数量関係」の応答状況

90.5

82.0

75.3

74.0

47.7

47.4

32.6
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表の見方・・・19
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ぼうの本数の規則性（立式）・・・21

分配の法則・・・9

ぼうの本数の規則性（答え）・・・22

正答率 誤答 無答
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図 24.5 23.3 15.9
半径(用語)○25 (22.5) (17.7) (16.6)

※32.8 50.4 35.0 58.4
二等辺三角形(用語) 39.6○26形 (14.5) (11.3) (10.3) (9.2)

※24.1 ※17.8 18.0 19.8
三角形の一つの角の大きさを求めること○27 (10.6) (16.6) (9.9) (12.0)

にあてはまる数を書きなさい。ア，イ ※47.7 ※41.0 ※46.7 47.0 47.4
１.２×２.６＋１.２×１.４＝１.２×（ ＋１.４）数 ⑨ ア

(2.9) (8.2) (3.7) (1.8)答え ｍイ
２

量
71.3 74.0⑳ ぼうの本数を多様な考え (1.4) (1.0)関
53.3 47.7

ぼうの本数の規則性（立式）○21係 (8.7) (10.0)
39.8 32.6

ぼうの本数の規則性（答え）○22 (8.8) (10.4)

(4)意識調査結果

質問１ 算数の学習を楽しいと感じることがありますか。

①よくある。 ②わりとある。 ③あまりない。 ④ほとんどない。

質問２ 算数の学習で，問題が解けたとき，うれしいと感じることがありますか。

①よくある。 ②わりとある。 ③あまりない。 ④ほとんどない。

質問３ 算数の学習で，答えのでた問題をちがったやり方で解こうとすることがあります

か。

①よくある。 ②わりとある。 ③あまりない。 ④ほとんどない。

質問４ 算数の問題に対し，今までに学習したことを思い出して，あきらめずに取り組もう

としていますか。

①している。 ②わりとしている。 ③あまりしていない。 ④していない。

質問５ 算数の学習は，これからの自分の生活に役立つと思いますか。
①とても思う。 ②わりと思う。 ③あまり思わない。 ④思わない。

・算数の授業を楽しいと感じている児童は「よくある 「わりとある」を合わせて77.0%であ」

る 「ほとんどない」と答えている児童はわずか4.3%である。。

・算数の学習で，問題を解けたときうれしいと感じている児童は「よくある」55.0％ 「わり，

とある」33.2%で合わせて88.2%である。

意識調査結果
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・算数の学習で，解いた問題をさらにちがったやり方で解こうとする児童は「よくある 「わ」

りとある」を合わせて43.4%である。

・算数の学習で，今までに学習したことを思い出して，あきらめずに取り組もうとしている

児童は「よくある 「わりとある」を合わせて73.9%である。」

・算数の学習の有用感をみる質問については，算数の学習がこれからの生活に役に立つと考

えている児童は 「とても思う 「わりと思う」を合わせて95.7%である。， 」

この意識調査の結果から，算数の授業を楽しく感じ，自分のこれからの生活に役立つと考

えている児童がかなり多いことが分かる。特に質問５の算数学習の有用感については，ほと

んどの児童が自分の生活に役立つと考えて学習している。これは，児童の身近な問題を取り

上げ学習が行われているからであろう。実生活との関連を考えた算数学習は，児童の興味・

関心を高めるばかりでなく，そのよさや有用性を認識するためにも有用であり、児童の自ら

学ぶ意欲を高めることにもつながると考えられる。このことから，学習教材については，発

達段階を考慮しできるだけ実生活と関連した素材を用意し，学習をいかにして進めていくこ

とが大切である。

質問２の回答から問題が解けたときにうれしいと感じている児童が多いことから，児童に

分かる授業を行うことの大切さを改めて認識できる。また，分かる授業を展開し，さらに，

多くの児童を算数が楽しく感じさせるようにしていき，できたという実感を持たせる授業を

展開することが大切である。

質問３の多様な見方考え方に関する質問では，①よくある，②わりとよくあるの回答が他

の質問項目に比べてが少ない。このことから，小学生の段階から必要に応じて考え方を養う

学習教材を研究し，場面に応じて学習させていくことが大切である。

質問４の回答から，問題解決に対し多くの児童が，ねばり強く取り組んでいることが分か

る。今後は，個に応じた学習の指導法を研究し，さらにねばり強く取り組めるような工夫を

していくことが望まれる。

３ まとめと今後の課題

(1)「数と計算」の領域

・基礎的な計算応力はおおむね身に付いていることが分かる。

・割り切れない小数計算では，小数点の位取り，その計算結果を四捨五入し概数にすること

が十分に理解されていない。

(2)「量と測定」の領域

・三角形の面積，四角形の見方を工夫して面積を求める問題は正答率が50%程度でおおむね理

解されているが，さらに理解を深め技能を身につける指導の工夫改善が必要であろう。

(3)「図形」の領域

・図形の用語が，小学校５年生の段階ではまだ十分に理解されていないことが分かった。い

ろいろな図形に触れさせ，算数の用語を定着させたり，活用できるように繰り返し指導し

ていくことがが望まれる。

(4)「数量関係」の領域

・基本的な立式や余りの処理はよく理解されている。また，表の見方・考え方も理解されて

いることが分かった。

・分配の法則や規則性を見い出す問題は，継続的な指導で伸びていくものと考えられる。そ

のためには，発達段階に応じて論理的に考えることができるような課題の開発，また指導

の工夫をしていくことが大切である。
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算数科の学習指導改善のために

平成14年度の学習状況調査の結果から，領域別では次の点が課題としてあげられる。

評価の観点では 「算数的な考え方」についての問題の正答率が低いことが分かった。，

・ 数と計算」～小数計算では，小数点の位取り，その計算結果を四捨五入し概数にすること「

が十分に理解されていなかった。

・ 量と測定」～面積を求める考え方や計算方法はおおむね理解されているが，さらなる向上「

を目指した指導の工夫が望まれる。

・ 図 形」～図形の用語が小学校５年生の段階ではまだ十分に理解されていないことが分「

かった。

・ 数量関係」～分配の法則や規則性を見出す問題が十分理解されていなかった。「

これらの課題を踏まえて，これまでの学習指導を再確認し基礎的・基本的な内容を理解させる

ための学習指導の工夫改善についてＱ＆Ａ形式にまとめましたので参考にしてください。

Ｑ１ 小数のかけ算の計算指導は，どのようにすれば効果的ですか。

Ａ１－１ 小数のかけ算の用いられる場面やかけ算の意味を理解せる指導を工夫していきま

しょう。

１－２ 小数のかけ算の計算方法を十分考えさせ，整数と同じ十進位取り記数法の仕組み

になっいることを十分理解させから，習熟を図っていきましょう。

Ａ１－１

４年生では「かけ算」としての単元の扱いがないので，５年生の「小数のかけ算」の導入には

３年生で既習の「整数の乗法」の内容をもう一度確認するなど，丁寧に学習を進めていく配慮が

必要となります。

４年生までのかけ算の指導では 「整数×整数 「小数×整数」というように，乗数が整数の， 」

場合のかけ算を学習しています。ここまでの考え方は，倍数の概念であっても「～のいくつ分」

という同数累加の考え方で子どもたちはとらえてきています。しかし，乗数が「小数」になると

この考え方では，かけ算の意味が説明できなくなります。そこで，乗数が小数の場合を含めてか

け算の意味を約束し直すことが必要になってきます。

一般化をしていくとき，できるだけ具体的な事象を提示し理解させる指導が大切です。提示し

た事象を帰納的に考えさせ，整数や小数の乗法を （基準にする大きさ）×（割合）＝（割合に，

当たる大きさ）とまとめていくことが大切です。

Ａ１－２

小数は，整数と同じ十進位取り記数法で表現されるため，小数の乗法も，単位，すなわち小数

点の位置に着目してこれを移動し，整数に置き換えれば，整数の計算と同様な考え方で積を求め

ることができます。このように，十進位取り記数法の仕組みが計算にも有効に生かされているこ

とに気づくように指導することが望まれます。

かけ算の意味を理解した上で，かけ算の習熟を図るような指導法が望まれます。単に計算の方

法だけの習熟のみを目指すと，意味の理解が不十分なため乗法の意味を拡張することができなく
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なるおそれがあるので，十分注意して指導に当たることが望まれます。

Ｑ２ ある数に１より小さい数をかけたときの答えを理解をさせるには，どのように指導した

らよいですか。

Ａ２ 児童の活動を多く取り入れ，イメージ作りを大切にした学習ができるようにするとよい

でしょう。

指導例

例題

縦６㎝，横７㎝の大きさのとび

箱の絵があります。この絵を縦，横

の長さを0.8倍にします。

もとの絵に比べてどのぐらいの大

きさの絵になるでしょう。

縦 ６㎝×0.8＝4.8㎝

横 ７㎝×0.8＝5.6㎝

縦4.8㎝，横5.6㎝の大きさを知り，その大きさに長方形を作図し，その中に入るように絵を

描きます。

この作業学習から，0.8倍，つまり１より小さい数をかけるということは元の大きさより小

さくなることを実感させることができます。新しい概念を導入するときは，今までの経験の

中から学習する課題を見つけ提示することにより児童の興味・関心を高め，児童が課題意識を

もって取り組めるようにすることが大切です。

Ｑ３ 小数のわり算で，児童がつまずきやすいのはどんなところですか。また，どんな指導の

ポイントがありますか。

Ａ３ 小数のわり算の系統性を知り，指導に生かすとよいでしょう。

小数のわり算の系統性について考えるとき，除数，被除数が整数か小数かで，①小数÷整数

②整数÷小数，③小数÷小数，の３通りに分類されます。また，問題の意味から 「包含除」と，

「等分除」の２つに大きく分けることができます。

「包含除」・・・乗法の逆として割合を求める場合
「何倍」あるいは「いくつ分」をもとめるわり算です。
例えば「５ ７ｍのテープから２ｍのテープがいくつとれるか 」などが該当. 。

します。
「等分除」・・・基準にする大きさを求める場合

等分すると一つ分はどれくらいになるか。または，１あたりの大きさをもと
める場合のわり算です。
例えば「５.７ｍのテープを３人で分けると１人分は何ｍになるか 」や，。

「長さが３.２ｍで９６円のリボンは，１ｍではいくらになるでしょう 」など。
が該当します。
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除法の問題例を包含除・等分除が教科書でどのように取り扱われているか，下記の表のように

まとめてみました。

表１ 除法の問題例

№ 除数・被除数 教科書 例 題包含除・等分除

１ 小数÷整数 等分除 ○ ５.７ｍのテープを３人で分けると１人分は何ｍになる
か。

２ 小数÷整数 包含除 ○ １７.５㎝のテープを３㎝ずつ切ってくじを作ると，い
あまり くつ作れるでしょう。

３ 整数÷小数 包含除 × 牛乳が６ あります。これを１.５ 入るびんにわけま� �

す。何本のびんが必要になるでしょう。
○ 長さが３.２ｍで９６円のリボンは，１ｍではいくらに４ 整数÷小数 等分除

なるでしょう。除数が１より大きい
○ 長さが０.８ｍで７２円のリボンは，１ｍではいくらに５ 整数÷小数 等分除

なるでしょう。除数が１より小さい
６ 整数÷小数 包含除 × ６ｍの針金から，１.３ｍの針金は何本とれて，何ｍあ

あまり まるでしょう。
７ 小数÷小数 包含除 × ４.５ の牛乳をを１.５ 入るびんにわけます。何本� �

のびんが必要になるでしょう。
○ ４.５ｍの重さが６.３㎏のぼうがあります。こ のぼう８ 小数÷小数 等分除

１ｍの重さは何㎏になるでしょう。
９ 小数÷小数 包含除 ○ ７５.５㎝のリボンから８.２㎝ずつ切って輪を作りま

あまり す。いくつ作れて，どのくらいあまるでしょう。
○・・・教科書に出題されている ×・・・出題されてない

指導する側は，包含除と等分除の違いを明確にし指導に当たることが望まれます。児童に対し

ては，最終的に問題を解く場面で，これらの二つの場合も，数による操作では同じ方法で行うこ

とができるので，除法としては一つのものとして捉えることができるように指導していくことが

大切です。

基準にする大きさを求める等分除の問題は，４年生でほとんど学習しません。しかも，５年生

で急に小数の問題として多くのことを学習することになるのです。上の表にまとめた小数の除法

全てを５年生で学習するようになるので，つまずきやすい児童への配慮も必要になってきます。

表の中で，児童がつまずきやすいのは，№４，５，８のような，基準にする大きさを求める等

分除の問題です。

Ｑ４ 「整数÷小数 「小数÷小数」のわり算で，１単位あたりの大きさ（基準にする大」，

きさ）を考える場合の等分除の立式の指導はどのようにしたらよいでしょうか。

Ａ４ 等分除の意味を理解させ，簡単な整数に置き換え，小数に拡張していきます。

除数が小数になった場合「わる小数の意味の理解」が大切になります。整数でわる意味は理解

しても，小数でわる意味の理解は子どもたちとって難しく感じられます。理解させるためには，

数直線を用いるなど指導の工夫が望まれます。

次の問題を例に指導法を説明します。

この問題の難しさは，異種の量なので基準にする大きさ（ここでは１ｍ分の代金）を求めると



- 76 -

いう見方や考え方に難しさがあります。

「 ， 。」例題 長さが３.２ｍで９６円のリボンは １ｍではいくらになるでしょう

（表の№４の例）

この問題に対する，立式までの指導を３つ例示します。

指導法１

この場合には，数直線を使い 「長さが３ｍで９０円のリボンは，１ｍではいくらになる，

でしょう 」など簡単な整数に置き換えさせます。そして，等分除の考え方で１あたりの大。

きさをもとめることを確認します。さらに，小数でわる場合に拡張しても，同じように１ｍ

の代金を求めていると考えさせることが大切になってきます。

０ 90円 96円
代金 円

長さ ｍ
０ １ｍ ３ｍ 3,2ｍ

「９０円を３等分すれば，１ｍの代金（１あたりのおおきさ）がでるんだね。

９０円÷３ｍ＝１ｍの代金

代金（円）÷長さ（ｍ）＝ １ｍの代金

この考え方をもとに，小数でも同じように９６円を３.２ｍでわることによって１ｍ

の代金がでるみたいだね 」。

９６円÷３.２ｍ＝１ｍの代金 と立式します。

指導法２

数直線に，整数の分かりやすい数字を入れることにより，小数は整数と整数の間の数とし

て見ることができます。そして，数直線上で同じ位置関係にあることから，わる小数の意味

の理解を助け,見積もりを立てやすくします｡

96円
代金 円

長さ ｍ
０ 3 2 ４ｍ． m

３ｍの代金は，たぶん９６円より少しやすいかな。およそ９０円くらいが３ｍだ

から，１ｍの代金は，だいたい

９０円÷３ｍなので，代金÷長さで求められそうですね｡

これと同じように小数でも式を立てると

９６円÷３.２ｍ＝１ｍの代金 と立式できそうですね。

指導法３ ことばの式で求める。

【ことばの式】 代金÷リボンの長さ＝１ｍの代金

この式に当てはめると

９６÷３.２＝３０

１ｍ ２ ３

０
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Ｑ５ 等分除の立式からわり算の意味理解，わり算の仕方までの指導をどのようにしたらよい

でしょうか。

Ａ５ 等分除の意味を理解させ，簡単な整数に置き換え，小数に拡張していきます。

子どもたちにいろいろな考えをださせ，ねり合いを大切にした授業の展開を工夫して

いきましょう。

例題をもとに指導法を説明します。

例題 「４.５ｍの重さが６.３㎏のぼうがあります。このぼう１ｍの重さは何㎏

になるでしょう 」 （表の№８の例）。

指導法はＱ４の指導法を参考に工夫していくことが大切です。特に数直線を活用し児童に理解

を深めさせましょう。参考に数直線を示します。

指導法１

０ ６.３
重さ ㎏

長さ ｍ

０ １ ４.５

指導法２

０ ６.３
重さ ㎏

長さ ｍ

０ １ ２ ３ ４ ４.５ ５ ６

指導法３ ことばの式で求める。

【ことばの式】 全体の重さ÷ぼうの長さ＝１ｍの重さ

６.３÷４.５＝

次に 「計算の仕方」の指導について説明します。、

それでは、この立式された式の計算の仕方をどのように考えさせたらよいでしょ

うか。子どもたちに「みなさんが考えた計算式をどのように計算したらよいでしょ

うか （小数）÷（小数）の計算方法を考えましょう 」という課題を与えると，次。 。

のような考え方が出てくることが予想されます。

方法１ ４５ｍの重さ ６３㎏

１ｍの重さ ６３÷４５＝１.４

方法２ ９ｍの重さ ６.３×２＝１２.６

１ｍの重さ １２.６÷９＝１４

方法３ 0.1ｍの重さ ６.３÷４５＝０.１４

１ｍの重さ ０.１４×１０＝１.４

ここでの考え方のアイデアは，除数を整数に直してから計算している点であります。

このとき考え方は，長さと重さの比例関係を利用しています。これらの考えを深めると
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きは数直線を活用していくことが大切です。

次の段階としては、答えの出し方が理解できたら「計算の仕方」を考えることになり

ます。４年生で学習したわり算と関連しながら考え方を進める指導が考えられます。

６.３÷４.５の式をどのように工夫したらよいかを子どもたちに考えさせます。考え

るときには，今ままでに学習したことを確認し，学習を進めることが大切です。４年生

のときに学習した除法の原理（ わられる数とわる数の両方に同じ数をかけても，商は「

変わらない ）を確認しながら考えさせると良いでしょう。。」

たとえば，次のような方法が考えられます。

６.３÷４.５＝１.２ ６.３÷４.５＝１.２ ６.３÷４.５＝１２

×10↓ ×10↑ ×10↓ ×10↓ ×2↓ ×2↓ ↑

６.３÷４５＝０.１２ ６３ ÷ ４５＝１.２ １２.６÷９＝１.２

方法１－１ 方法１－２ 方法１－３

この３つの考え方では方法１－３は方法１－１，２に比べると数字によってはうまく

いかない場合があることに気づかせることが大切です。方法１－１，２のように１０倍

して考えることが大切なことに気づき，この考えを筆算にいかしていく指導が望まれま

す。

この際，方法１－３のような考えを出した子どもを肯定的に扱うことを大切にしてく

ださい。そうすることによって，今後も継続していろいろな考えを工夫していく素地が

養われると思います。このように，時間をかけてわり算の計算方法の意味理解に関する

指導を，充実させていくことが大切です。

Ｑ６ 小数のわり算の計算技能（正確に答えを求められるような技能）の指導はどのようにし

たらよいでしょうか。

Ａ６ 小数の除法の誤答の傾向をつかみ，指導にいかすとよいでしょう。

小数の除法の誤答の傾向

１，除数を整数にしないで計算する。

２，被除数の小数点の移動を忘れる。又は，移動する桁数を間違える。

３，商に０を付けなくてもよい場合に付けてしまったり，最初の０を忘れたりする。

４，商に小数点をうつのを忘れる。

５，空位の０を書き忘れる。

６，問題に応じて，商を立てるのはどこでやめればよいのか判断できない。

７，あまりの小数点を被除数の移動後の小数点に合わせてしまう。

８，わりきれない場合の商の概数化の処理を誤る。

例題

４１.２÷８.１を計算し，商は四捨五入して，上から２けたの概数でもとめましょう。
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この筆算を例に，順を追って小数の除法の誤答の傾向をチェックしていきます。

５，空位の０を書き忘れる

１，除数を整数にしないで計算する。

６，問題に応じて，商を立るのはどこでやめれ

２，被除数の小数点の移動を忘れる。又は， ばよいのか判断できない。

移動する桁数を 間違える。

７，あまりの小数点を被除数の移動後の小数点

３，商に０を付けなくてもよい場合に付けて に合わせてしまう。

しまったり，最初の０を忘れたりする。

４，商に小数点をうつのを忘れる。 ８，わりきれない場合の商の概数化の処理を誤

る。

※ 上から２桁の概数でもとめる場合，０.４９ のような純小数の一の位の０は桁数に含め

ない。

※ １／１０の位までの概数にする場合，４.９７のように四捨五入すると１／１０の位が

０になるときは５.０と書き，１／１０の位まで求め方を明確にする。

除法の発展的な扱い例１

４年生の「わり算の筆算（１ 」で「除法では，被除数と除数に同じ数をかけても，同じ数で）

）４１．２８．１

）４１．２８．１
５

４０５

）４１．２８．１

０．５

４０ ５

）４１．２８．１

０．５

４０ ５

７

７００

８
）４１．２８．１

５２

４０ ５

６４８

５．

０

４０ ５
）

７００

４１．２８．１

５２０

６４８

５．０８６

４８６

４１．２

７００

０．５２

６４８

４０ ５
８．１

５．０８

）

）８．１

６４８

４０ ５
４１．２

７００

５２

５．０８
４１．２）８．１

５０

４０ ５

７０
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わっても商は変わらない 」という性質を学習しました。小数の除法の筆算の仕方は，この性質。

を利用します。そして，学習指導要領では，小数の除法について「１／１０の位までの小数の計

算を取り扱う 」とされています。しかし，発展的に２.２５÷５.４のように，被除数と除数の。

小数部分の桁数が異なる問題で，被除数と除数を何倍すればよいか考えさせても理解が深まるで

しょう。また，この問題は数直線を使って理解できれば 「２.２５÷５.４」の答えが「２２５，

÷５４」で求められると考えてしまう間違いを防げるでしょう。

０ ２.２５ ２２.５

円

ｍ

０ １ ５.４ ５４

Ｑ７ 平行四辺形や，三角形の面積を求める指導を，どのようにすればよいでしょうか。

Ａ７－１ 求積方法が分からない平面図形の面積を既習の図形と関連させて考えさせましょ

う。

・面積の意味を，もう一度理解させましょう。

７－２ 平行四辺形・三角形の面積公式について理解させましょう。

・平行四辺形の面積＝底辺×高さになっているわけを理解させましょう。

・三角形の面積は，平行四辺形の面積のちょうど半分になっていることを気づか

せましょう。

１ 求積方法がわからない平面図形の面積を既習の図形と関連させて考えさせます。

例題

右の図のような，四角形や三角形の面

積をいろいろな方法で求めましょう。

①の場合

右の図のように，自由に切ったりかき加えた

りできるカードを用意して考えさせます。

作図例１

左側の三角形を切り取って反対側のつけ

長方形として求めます （右側でも可）。

作図例１

① ②

①
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作図例２

左側半分を切り取って反対側のつけ，長

方形として求めます （右側でも可）。

作図例３

左側で，一マス分になっていないところ

を切り取って反対側のつけ，マス目の数を

数えて求めます （このときマスが横に６。

列それが４段あるので６×４と求めると平

行四辺形の公式につなので６×４と求める

と平行四辺形の公式につながる ）。

このような算数的活動を取り入れ既習事項と結びつけて考えさせていく指導が大切です。こう

することにより，児童に多面的な考え方や見方を育てていくことができます。

同様にして，三角形の求積の方法を指導していくことが大切です。以下に作図例を示します。

作図例１

同じ三角形をもう一つかいてそれをひっ

くり返して平行四辺形を作って求めます。

（平行四辺形の面積のちょうど半分）

作図例２

三角形を２つに分け，れをひっくり返し

て長方形を作って求めます。

（長方形の面積のちょうど半分）

作図例３

三角形の上半分を切り取って，それをひ

。っくり返して平行四辺形を作って求めます

（もとの三角形の高さの半分の平行四辺

形の面積）

作図例４

三角形の上半分をさらに２つの三角形に

分けて切り取って，それをひっくり返して

長方形を作って求めます。

（もとの三角形の高さの半分の長方形の

面積）

以上のように切り取ったり付け足したりして，面積を求めることで，公式の理解へとつなげて

いきます。さらに，下のような平行四辺形や，三角形の面積を求めることで，底辺と高さの関係

を明確にさせていくことも大切です。また発展として，台形の面積を求めさせると，面積につい

ての理解がさらに深まると考えられます。

作図例２

作図例３

作図例１

作図例２

作図例３

作図例４
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台形

（平行四辺形と三角形） （高さの同じ三角形２つ）（平行四辺形） （面積の同じ三角形）

Ｑ８ 三角形の内角を求める指導を，どのようにすればよいでしょうか。

Ａ８ 三角形の内角の和に目を向けさせ，算数的活動を通して三角形の内角の和が一定であ

ることに気づかせるようにします。

例１ 三角形の３つの角を合わせるとちょうど直線になり，１８０°になることに気づかせ

るようにします。

① マス目を利用し，同じ三角形を三

つかきます。

② 同じ大きさの角のところに，それ

ぞれ別々の色をぬります。

③ ３つの三角形を切り取り，

直線を一本引いた上に重ねて

いきます。

④ 残りのもう一つも重ねます。

重なったところの角度に注目さ

せ，この部分が一直線１８０°に

なっていることに気づかせます。

３つの同じ三角形のそれぞれの角を重ね合わせることで，三角形の３つの内角の和が１８０°

になることに，目を向けさせることができます。

また，三角形の内角の和が１８０°ということをもとに，四角形，五角形，六角形・・・の内

角の和へと発展させ，またそのときできる三角形の数と対応させることで数学的な考え方を育て

ることができます。

同じ長さの辺を重ねる。

同じ長さの辺を重ねる。
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例２ 三角形の２つの角の大きさをあらかじめ決め

てから三角形をかかせることで，全部の角の和

が１８０°でないと三角形ができないことに気

づかせます （角度は，５°ずつとする ）。 。

Ｑ９ 図形の見方を育てていく指導を，どのようにすればよいでしょうか。

Ａ９ 身の回りの基本的な図形の辺，角，対角線の比較から考えさせるとよいでしょう。

例題

次の図形を，下の質問につい図形を仲間分けしてみましょう。

それぞれの問いに対して上の図に○をつけさせ，表にまとめさせます。図形の性質を視覚的に

とらえさせることが大切です。

問い１ 三角形と四角形に仲間分けします。

問い２ 同じ長さの辺のある図形と，ない図形に仲間分けします。

問い３ すべての辺の長さが同じ図形と，そうでない図形に仲間分けします。

問い４ 同じ大きさの角のある図形と，ない図形に仲間分けします。

問い５ すべての角の大きさが同じ図形と，そうでない形に仲間分けします。

問い６ 垂直な辺のある図形と，ない図形に仲間分けします。

問い７ 平行な辺のある図形と，ない図形に仲間分けします。

問い８ 対角線が引ける図形と，引けない図形に仲間分けします。

問い９ 対角線に長さが同じ図形と，ちがう図形に仲間分けします。

問い10 対角線が垂直に交わる図形と，そうでない図形に仲間分けします。

※ 図形の名前については，児童に書かせてもよい。この表を四角形と三角形に分けて作るこ

とによって，さらにそれぞれの図形の特徴がうかび上がってきます。

， 。仲間分けした図形を表にまとめ名前を確認することで 図形の性質が明らかになってきます

ここで、もう一度，図形の用語について確認することが望まれます。図形の用語を確認しな

がら，繰り返し学習し定着を図ることが大切になります。

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

６０° ３０°
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① ⑧ ⑨ ⑥ ③ ⑤ ⑩ ⑦ ② ④
図形の名前 正 長 ひ 平 台 四 正 二 直 三

行 三 等 角
方 方 し 四 角 角 辺 三 角

問 題 辺 形 三 角
形 形 形 形 形 形 角 形 形

形

三角形 ○ ○ ○ ○
１

四角形 ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ 同じ辺の長さ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ すべての辺の長さが同じ ○ ○ ○

４ 同じ大きさの角がある ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ すべての角の大きさが同じ ○ ○ ○

６ 向かい合う辺が垂直 ○ ○ ○

７ 向かい合う辺が平行 ○ ○ ○ ○ ○

８ 対角線がかける ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 対角線の長さが同じ ○ ○

10 対角線が垂直に交わる ○ ○
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